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3 この問題冊子の本文は，4ページからなっている．落丁，乱丁及び印刷不鮮明な箇

所があれば，手をあげて監督者に知らせること．

4 この問題冊子の計算用紙と余白は，適宜下書きに使用してもよい．

5 解答は，すべて別紙「解答用紙」の指定された場所に記入すること．

6 この問題冊子は持ち帰ること．



1 次の実数係数の 3次式を f pxqとする．

f pxq “ x3 ` px2 ` qx ` r

いま，2つの実数係数の整式 gpxq，hpxqが次を満たすものとする．

f pgpxqq “ f phpxqq：恒等的に等しい

このとき，次のいずれかが成り立つことを示せ．

⑴ gpxq “ hpxq：恒等的に等しい

⑵ 2つの整式 gpxq，hpxqはともに定数である．
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2 0でない複素数からなる集合 Gは次を満たしているとする．

Gの任意の要素 z，wの積 zwは再び Gの要素である．

nを正の整数とする．このとき，

⑴ ちょうど n個の複素数からなる Gの例をあげよ．

⑵ ちょうど n個の複素数からなる Gは⑴の例以外にないことを示せ．
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3 n，kは正の整数 pn ŕ kqで，N “ n ` kとする．

図のように，N 個の同じ大きさの空白の枠がある．

上段には n個の枠があり，下段には k個の枠がある．

上段と下段の左端はそろっており，各段の枠は隣との間にすき間はない．

上段

下段

図では，n “ 6，k “ 4である．

1から N までの N 個の自然数を各枠の中に 1つずつ次の 2つの条件を満たすように並

べる．

1) 各段においては，枠の中の数は右に行くに従って大きくなる．

2) 左から k個の各列においては，下段の数は上段の数よりも大きい．

この 2つの条件を満たすように 1から N を並べる並べ方の数を f pn, kqとする．この

とき，

⑴ n ą k ŕ 2のとき，次が成り立つことを示せ．

f pn, kq “ f pn ´ 1, kq ` f pn, k ´ 1q

⑵ n ŕ 2のとき，次が成り立つことを示せ．

f pn, nq “ f pn, n ´ 1q

⑶ 次が成り立つことを示せ．

f pn, kq “ n`kCk
n ´ k ` 1

n ` 1
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4
⑴ 定数 k，a，qは次を満たすものとする．

0 ă q ă a ă k

xyz座標空間において，次のような半球面 S，直円柱面 C，直円錐面 K があると

する．

S： x2 ` y2 ` z2 “ a2, z ŕ 0が定める半球面．

C： xy平面上の円 x2 ` y2 ő a2 を底面とする直円柱の側面．

K： 底面が xy平面上の円（中心は原点）で，頂点が点 p0, 0, kqであり，球

面 S に接している直円錐の側面．

半球面 S と直円錐面 K との接点は平面 z “ q上にあるとする．

定数 h ą 0は次を満たすものとする．

0 ă q ´
h
2

ă q ă q `
h
2

ă a

このとき，2平面 z “ q ´
h
2
，z “ q `

h
2
に挟まれた直円柱面 C の部分の面積

S phqと，同じ 2平面で挟まれた直円錐面 K の部分の面積 T phqをそれぞれ求めよ．

⑵ a ą b ą 0とする．球面 x2 ` y2 ` z2 “ a2 を平面 z “ bで 2つに分けたとき，球

面の上側の部分の面積について考えられることを，簡単な理由をつけて述べよ．
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